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はじめに
作家ラフカディオ・ ハーン(1850-1904)の生涯を振り返るとき、 ジャ ー ナリストとして文学活動
を開始したアメリカでのいわば修業時代はきわめて重要な位置を占める。 そこで忘れてはならない












しめられたが、 その全体像はいまだ見えないままである。 しかしながら、 彼の文学創造の出発点に
おいて、 ハーンがいかにボー ドレールやゴー チエなどのフランス文学を吸収し、 何をそこから引き
出したのかを解明することは、 ハーン文学の本質とも密接に関わる。
今回は、 現在入手できる資料をもとに、 とりわけ「理想の女性」／「永遠の女性」の主題をめぐ




ハーンが残した文章の中で、 最初にボー ドレールの作品への言及が現れるのは、 1881年4 月 21
日付「アイテム」Item紙に掲載の「春の幻影」(Spring Fantoms)と題したエッセーにおいてであ
る。 ボー ドレールの名こそ記されていないが、 一般に 『パリの憂鬱』Spleen de Parisとも称され
るボー ドレールの散文詩集
“Petits Poemes en Prose"(『小散文詩』）のタイトルがフランス語で引用
され、 その一篇「月の恵み」(Les Bienfaits de la lune)の一部が冒頭で紹介されている。 そこに現
われる「おまえが決して識ることのないであろう女性」(the woman thou shalt never know)1、 す
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なわち、 この世には存在しない理想の女性のテーマをめぐるハーンの想いが、 続く文章の中に綴ら
れている。 ここで注目すべきは、まずハーンにおけるボー ドレールヘの関心が、散文詩 「月の恵み」
に端を発していること、 およびハーンがこの作品の中に 「理想／永遠の女性」の主題を読み取って
いることである。 この散文詩およびそのテー マは、 終生ハーンを捉え、 ハーンの著述の中にもさま
ざまな形を取って生き続けたのではないかと考えられる。
次に注意を喚起したいのは、 ハーンがこの散文詩を紹介するにあたって、 一箇所変更を加えてい
る点である。 それは、 月の女神が愛し、 自らの刻印を与えようとしている赤ん坊の 「性」に他なら
ない。 ボー ドレールの原文では、 この赤ん坊は女の子である。 つまり、 月に愛された女の子は、 月
が愛するものすべてを愛し、 月 を愛する存在が愛するものすべてを愛する女性となる。 ところがハ
ーンはこの赤子を男の子としているのである(The moon…whispers into.fil2 dreams)。 これにより
この男の子はまさに 「月の女神に愛される／月の女神を愛する」存在となり、 「理想の女性」と 「そ
れを愛する／それに愛される男」との枠組みが構築される。 このように、 「おまえが決して識るこ
とのないであろう女性」の 「おまえ」 、 'Thou’ ' は、 ハーンによって女性から男性へと転換されてい
るのである。 この改変は、 おそらく 「理想の女性」とそれ を求めるハーン自身との関係を際立たせ
るために、 意図的に行ったものと考えられるが、 これについては 後に触れる。
さてハーンは、 「春の幻影」を書いたおよそ1年後、 「タイムズ ・ デモクラット」Times-Democrat
紙(1882年3 月12日）に、 「月の恵み」を“TheMoon' s Blessing’ 'と題してその全訳 を発表する 2。 「月
の恵み」への興味が持続し、 さらに深まっていることがみて取れよう。 ここで留意すべきは、 この
翻訳がきわめて正確になされている点である。 「春の幻影」における変更もなければ、 後の講義録
に収められた翻訳のように最終節が略されることもない。
続いて1883 年4月15日、 ハーンは同じく 「タイムズ ・ デモクラット」紙上に、 “TheIdol of a 
Great Eccentric” ( 「偉大なる奇人の偶像」） 3 と題するボー ドレールの紹介文を掲載する。 これは
ボー ドレールの死後刊行された全集の第1巻（『悪の華』）に収録されたテオフィル ・ ゴー チエによ
るボー ドレール論を下敷きとしており、 当時ハーンが本格的にボー ドレールの作品に取り組んでい
ることが分かる。
そして1883年12月 31日には、 「タイムズ ・ デモクラット」に 「ボー ドレールの断篇」と冠し
て以下のボー ドレールの散文詩 4篇の翻訳が掲載される（カッコ内にはフランス語の原題を記して
いる）。
「髪の中の半球」(Un hemisphere dans une chevelure)/ 「時計」(L'Horloge)
「道化とウェヌス（美神）」（LeFou et la Venus)/ 「 異邦人」(L'Etranger)
この翻訳の存在については、1981年4月にW.T．バンディーが日本で行った講演において明らか
にしたのだが、現在その講演原稿の所在が不明のため、どのような英訳タイトルであったのかなど、
詳細は分からない。 しかし、 その講演の日本語訳が、 「ハーンとボー ドレールーアメリカ時代のハ
ーン」として、 池田雅之氏の著書『想像力の比較文学』（成文堂、1999)に収録されている。
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さて、1890年に来日した後、 ハーンが最初にボー ドレー ルに言及するのは、1895年に発表した
「永遠に女性的なるもの」 (Ofthe Eternal Feminine)4というエッセー の中である。 ハーンは次の
ように書いている。
... the Western worship of Woman as the ideal of "la femme que tune connaitras pas,"1-
the ideal of the Eternal Feminine. 
(...) 
1 A phrase from Baudelaire 5 
ここで「おまえの識ることのないであろう女性」というフランス語をイタリック体で引用し、 そ
れにわざわざ注を付して「ボー ドレー ルからの一節」としている。 初めてボー ドレー ルの作品に言
及した「春の幻影」(1881)におけるのと同様に、この箇所も「月の恵み」から採られたものであり、
しかも、 月が囁きかける相手の赤ん坊は、 ここでも女性から男性へと「性」を変えられている。 ち
なみにボー ドレー ルの原文では、 当該の箇所は
“l'amant que tu ne connaitras pasすなわち「お
まえ（女の子）が識ることのないであろう恋人（男性）」である。 先にも述べたように、 ハーンは自身が
行った翻訳 (1882年3 月）、および後に帝大で行った講義ではこの箇所を原文通りに訳しているので
あるから、 これはやはりハーンの意識的な改変と見るべきであろう。 その意図は、 おそらく「理想
／永遠の女性」とそれを追い求める「男＝自分自身」という構図を打ち立てるためであったと考え




は、 散文芸術を扱った第4章、 “Studies of Extraordinary Prose ”の「ボー ドレー ル」 (Baudelaire)
の項において、 ボー ドレー ルの散文詩が有する優れた詩的表現力が、 ハーン自身が翻訳した「月の
恵み」を例に論じられている見このときのタイトルは1882年の‘'The Moon's Blessing”ではなく、
"The Gifts of the Moon ”とされ、 また訳文も全篇にわたって書き変えられており、 推敲を重ねた後
が見てとれる。 ハーンが生涯を通して、 いかにボー ドレー ルおよび散文詩「月の恵み」に関心を持
ち続けていたかが、 ここからも読み取れるだろう。
さらに、 この講義録の「月の恵み」には、 最終節が欠けている互講義という性格上、 何らかの
事情で、あるいは無意識に省略されてしまった可能性もあるが、几帳面なハーンの気質を鑑みれば、
やはりそこに何らかの意図があったと考える方が自然であろう。 この最終節でボー ドレールは、 夢
から現実への覚醒を描いている。 すなわち、 夢幻的な情景から一転して現実の女の中に理想を求め
ようとする男（＝語り手）の言葉と存在が前面に出て幕が閉じられるのである。 そもそもハーンはこ
の講義で、 ボー ドレールの散文詩がいかに夢や夢想、 幻想を完璧なまでに表現し得ているかを論じ
ているのだから、 夢から現実へと引き戻される最終節を意図的に排除したとしても不思議ではない。
ボー ドレー ルの散文詩（とりわけ 1862以降に書かれた詩篇の多く）では、 こうした夢からの覚醒、
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によるボードレールの作品やゴー チェの 『ボードレール評伝』 を参照して、 「ボオドレエルの詩」 8
という評論を書く。 谷崎がボードレールに読み取るのは、 散文詩「道化とウェヌス償湘ョ）」に典型
的に現われる、 「永遠の女性」 とそれにひれ伏す道化という主題である。 それから、 ボードレール
の影響が色濃く表れた作品をいくつか書いた後、1919-20年には、 当時流布していたスタ ー ムによ
る英訳本 9 に依拠しつつ、 「ボードレール散文詩集」と題して8篇の翻訳を発表する（この中には 「月
の恵み」 も含まれている）10。 こうして、 谷崎は、 ボードレール、 特にその散文詩作品に親しみ、 そ
こから「理想／永遠の女性」 の足下に拝脆する 「痴人＝芸術家」 というマゾヒズム的な図式を打ち








た可能性は十分にある。 たとえば、 ちょうど谷崎がボードレールに関心を深め、 そこから自らの文
学世界を切り拓いていく時期、谷崎は芥川龍之介と親密な関係にあった。そもそも芥川は若い頃に、
テオフィル ・ ゴー チェの短編小説 「 死霊の恋」(LaMorte Amoureuse)をハーンの英訳 から訳して
いるし 11、1920年4月には、 雑誌の愛読書についてのアンケー トで、 ハーンの名と著作を挙げて
いる。 そして谷崎はといえば、1919 年10• 11月および1920年1月、『社会及国家』 に、 「 テオフ
ィル ・ ゴーチエ原作谷崎潤一郎芥川龍之介共訳」として『クラリモンド』を連載しているのである。
この資料を発掘した細江光氏は次のように指摘している。
様々な特徴から判断して、 久米正雄訳短編集 『クレオパトラの一夜』（大正三 ・ 十刊）に収録
された同作品の芥川によるラフカディオ ・ ハアンの英訳 “Clarimonde"からの重訳をたたき台
にして、 恐らくは谷崎が単独で、 フランス語版 “La Morte Amoureuse"とハアンの英訳も時
に参照しつつ、 若干の加筆を行ったものがこれであると推定できる。 12
ここから、 ハーンの愛読者を自認する芥川と親交のあった谷崎自身がハーンの英訳本を読みこん
でいたことがまず明らかになる。 次にそこから導き出されるのは、 谷崎がハー ンの他の著作も読ん
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